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プ
ロ
グ
ラ
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優
先
ナ
ン
バ
ー
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フ
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l
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ダ
リ
ッ
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題
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際
化
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パ
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会
議
一
プ
ネ
l
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ヒ
ラ
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ヤ
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一
カ
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ワ

l
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北
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女
性
会
議

D
S
P
青
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ロ
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ム
・
年
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報
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青
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導
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練
一
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ネ
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ラ
ラ
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全
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青
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プ
ロ
グ
ラ
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ー
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ン
ナ
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ン
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村
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ミ
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村
落
レ
ベ
ル
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

村
落
レ
ベ
ル
自
覚
化
キ
ャ
ン
プ
一

7
ク
l

ダ
リ
ッ
ト
青
年
指
導
者
訓
練
キ
ャ
ン
プ
一
チ
ャ
ン
ガ
ナ
チ
ェ
リ
ー
(
以
上
第
一
一
巻
三
号
)

ダ
リ
ッ
ト
連
帯
指
導
者
お
よ
び
エ
ン
パ
ワ
!
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
ナ
グ
プ
!
ル

青
年
指
導
者
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
ウ
ス
コ
タ
イ

新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
全
国
青
年
幹
事
会
議

世
界
教
会
協
議
会
総
書
記
と
そ
の
一
行
訪
問
時
に
お
け
る
演
説
の
交
換
(
以
上
本
号
)
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ダ
リ
ッ
ト
連
待
指
導
者
お
よ
ぴ
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
ナ
グ
プ

l
ル

ダ
リ
ッ
ト
連
帯
指
導
者
お
よ
ぴ
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
九
九
五
年
七
月
二
七
日
か
ら
三

O
日
ま
で
、
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ナ
グ
プ
ー

ル
の
イ
ン
ド
教
会
協
議
会

(Nee-)
で
全
イ
ン
ド
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
青
年
派
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。

最
初
の
会
議
は
午
後
五
時
に
始
ま
り
、
そ
こ
で
全
イ
ン
ド

D
S
P
青
年
部
幹
事
宮
『

A
・
ラ
メ
イ
ア
が
開
会
演
説
で
キ
ャ
ン
プ
の
主
要
テ
!
?
と
目
標

に
焦
点
を
あ
て
た
。
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
が
キ
ャ
ン
プ
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
責
任
を
果
た
す
た
め
に
作
ら
れ
た
。
以
下
の
委
員
会
で
あ
る
。

①
食
料
委
員
会

②
宿
泊
委
員
会

③
登
録
委
員
会

④
文
書
委
員
会

⑤
旅
行
・
予
約
委
員
会

⑥
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会

晩
餐
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
代
表
者
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
と
考
え
の
共
有
を
お
こ
な
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
ア
イ
ザ
ッ
ク
・

カ
デ
ィ
ル
ベ
ル
師
が
主
宰
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
朝
の
祈
り
と
旗
想
の
た
め
に
祈
薦
委
員
会
が
作
ら
れ
た
。
冨
吋
・
ジ
ョ

l
ズ
・
ピ

l
タ
ー
が
、
全
員
一
致

で
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
デ
ィ
ベ
ル
師
、

S
-
K
・
ボ
ロ
師
、
呂
田
・
サ
ビ
タ
・
カ
ン
ブ
ル
、
冨
∞
・
レ
ベ
ッ
カ
、
富
田
・
ア
シ
ャ
、
宮
門
的
・
メ
リ
l
・
デ
イ
ハ
ム
、

v
・
ア
ラ
ム
、
そ
し
て
冨
吋
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
パ
ブ
の
助
け
と
一
示
唆
を
得
て
、
こ
の
委
員
会
を
担
当
す
る
た
め
に
選
出
さ
れ
た
。

一
九
九
五
年
七
月
二
八
日
朝
の
会
議
が
、
祈
薦
委
員
会
の
他
の
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
得
て
、

S
-
K
・
ボ
ロ
師
の
指
導
す
る
黙
祈
と
祈
祷
で
始
ま
っ
た
。

(
故
)
富
司
・
ァ
l
ビ
ン
ド
と
呂
田
・
サ
ビ
タ
・
カ
ン
ブ
ル
が
一
緒
に
な
っ
て
仏
教
の
祈
り
を
唱
え
た
。
膜
想
の
聞
は
美
し
い
パ

l
ジ
ャ
ン
が
歌
わ
れ
た
。

第
一
会
議
は
む
吋
・
ア
イ
プ
・
ジ
ョ
セ
フ
師
に
よ
る
基
調
演
説
で
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
以
下
の
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
か
っ
そ
れ
ら
を
強
調
す
る
も
の
だ

っ
た
。(2) (1) 

我
々
自
身
の
状
態
を
自
覚
し
よ
う
。

す
べ
て
の
ダ
リ
ッ
ト
に
我
々
が
何
者
で
あ
る
か
知
ら
せ
よ
う
。

l
l我
々
は
新
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
、
す
な
わ
ち
、
教
育
せ
よ
、
扇
動
せ
よ
、
組
織
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せ
よ
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
に
続
い
て
二
つ
の
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
が
光
を
あ
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
キ
ャ
ン
プ
の
主
要
テ
!
?
や
目
標
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
ダ
リ
ッ
ト
青
年
の
連
帯
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
」

l
i
p
-
ジ
ェ

lム
ズ
・
マ
ッ
セ
イ
師
は
我
々
ダ
リ
ッ
ト
青
年
が
そ
の
草
の
根
、
村
落
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
自
認
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
を
特
に
強
調
し
た
。
彼
は
イ
ン
ド
の
ダ
リ
ッ
ト
の
多
数
は
村
に
住
ん
で

お
り
、
そ
れ
故
に
我
々
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
非
常
に
共
通
し
た
彼
ら
の
受
難
す
な
わ
ち
差
別
や
暴
力
行
為
や
抑
圧
を
認
識
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
代

表
た
ち
に
は
っ
き
り
と
指
摘
し
た
。

そ
の
の
ち
宮
『
・
ナ
ゲ
シ
ュ
・
チ
ャ
ウ
ダ
り
が
「
カ

i
ス
ト
の
廃
絶
、
ダ
リ
ッ
ト
青
年
の
役
割
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
以
下
の
意
見
を
述
べ
た
。

川

リ

ザ

ベ

l
シ
ヨ
ン
は
ブ
ラ
!
?
ン
的
宗
教
に
対
す
る
抗
議
の
し
る
し
で
あ
る
。

間

リ

ザ

ベ

l
シ
ヨ
ン
は
カ

i
ス
ト
廃
絶
の
た
め
の
道
具
で
あ
る
。

間

リ

ザ

ベ

l
シ
ヨ
ン
は
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
の
人
々
の
た
め
の
憲
法
上
の
保
障
で
あ
る
。

彼
は
代
表
た
ち
が
そ
の
劣
等
感
を
克
服
す
る
よ
う
厳
し
く
求
め
、
我
々
ダ
リ
ッ
ト
は
社
会
の
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
の
手
か
ら
抜
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
提
案
し
た
。

そ
の
と
て
も
豊
か
な
経
験
か
ら
、
宮
司
・
チ
ャ
ウ
ダ
リ
は
、
我
々
が
一
つ
の
魂
と
な
っ
て
成
長
す
る
た
め
に
、
我
々
の
ニ

l
ズ
、
権
利
、
力
の
す
べ
て
を
実

際
的
な
や
り
方
で
要
求
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

こ
の
の
ち
参
加
者
た
ち
は
、
巴
円
・
マ
ッ
セ
イ
や
冨
円
・
チ
ャ
ウ
ダ
リ
が
光
を
あ
て
た
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
論
を
お
こ
な
う
た
め
に
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。

午
後
の
会
議
で
は
、
二
つ
の
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
が
討
論
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
ま
ず
以
下
の
人
々
が
グ
ル
ー
プ
の
前
に
持
ち
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。

ダ
リ
ッ
ト
の
連
帯
に
お
け
る
若
い
ダ
リ
ッ
ト
女
性
の
参
加
一
宮
∞
・
メ
リ

i
・
デ
イ
ハ
ム
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
暴
力
行
為
に
苦
し
ん
で
い
る
ダ
リ
ッ
ト

女
性
の
団
結
と
向
上
の
た
め
に
村
々
で
働
く
こ
と
は
偉
大
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
と
言
っ
た
。
呂
田
・
メ
リ

i
・
デ
イ
ハ
ム
は
農
村
女
性
の
た
め
に
施
設
セ

ン
タ
ー
を
経
営
し
て
い
る
。
彼
女
は
ま
た
言
っ
た
。
社
会
の
た
い
て
い
の
問
題
で
ダ
リ
ッ
ト
女
性
は
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
る
。
彼
女
ら
は
肉
体
的
に
だ
け

で
な
く
精
神
的
に
も
搾
取
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
ら
は
第
二
あ
る
い
は
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
間
と
し
て
社
会
か
ら
の
脅
追
の
も
と
に
さ
え
い
る
の
で
あ



る
。
富
田
・
メ
リ
!
・
デ
イ
ハ
ム
は
以
下
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
提
唱
し
た
。

山
ダ
リ
ッ
ト
青
年
は
ダ
リ
ッ
ト
女
性
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
ダ
リ
ッ
ト
女
性
は
い
つ
で
も
差
別
や
搾
取
や
彼
女
ら
の
問
題
に
対
し
て
そ
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
デ
イ
ル
ベ
ル
師
と
冨
吋
・
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
ジ
ウ
ェ
イ
ン
が
ダ
リ
ッ
ト
文
化
の
保
存
一
ダ
リ
ッ
ト
青
年
の
役
割
に
つ
い
て
の
論

文
を
提
示
し
た
。

論
文
の
中
で
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
デ
ィ
ル
ベ
ル
師
は
ダ
リ
ッ
ト
文
化
と
そ
の
保
存
に
つ
い
て
諮
っ
た
。
彼
は
文
化
と
は
何
か
を
き
わ
め
て
簡
潔
に
定
義

し
た
。
文
化
は
場
所
ご
と
に
異
な
り
、
状
況
に
よ
っ
て
文
化
は
三
つ
の
局
面
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
を
知
る
の
は
興
味
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

肉
体
的

事
実
的
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。，臼凶
精
神
的
局
面

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
デ
ィ
ル
ベ
ル
師
は
、
有
意
味
で
実
際
的
な
や
り
方
で
、
我
々
す
べ
て
に
よ
っ
て
ダ
リ
ッ
ト
文
化
が
保
存
さ
れ
得
る
こ
と
に
我
々
は
気

づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
ダ
リ
ッ
ト
文
化
の
保
存
と
促
進
に
お
け
る
役
割
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
み
具
体
化
さ
れ
得
る
と
彼
は
言

っ
た
。冨

『
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
ジ
ウ
ェ
イ
ン
は
、
ダ
リ
ッ
ト
文
化
の
歴
史
的
な
記
録
と
公
開
を
強
調
し
た
。
彼
は
ダ
リ
ッ
ト
文
化
を
強
調
し
て
、
ド
ラ
マ
や
街
頭

演
劇
や
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ダ
リ
ッ
ト
文
化
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。

一
九
九
五
年
七
月
二
九
日

会
議
は
朝
の
膜
想
と
祈
り
で
始
ま
り
、
次
い
で
予
定
さ
れ
た
イ
ン
ド
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
た
。

全
国
は
四
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
、
そ
し
て
各
地
域
に
関
し
て
召
集
者
が
任
命
さ
れ
、
地
域
的
、
準
地
域
的
、
県
、
地
方
的
レ
ベ
ル
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
織
す
る
た
め
に
、
ダ
リ
ッ
ト
関
に
自
覚
を
指
導
し
作
り
出
す
こ
と
と
し
た
。

四
つ
の
分
割
さ
れ
た
地
域
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

山
南
部
地
域
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召
集
者

北
西
地
域

ー
・
カ
デ
ィ
ル
ベ
ル
師

(2) 

召
集
者

宮司・

A
・
パ
ッ
テ
ィ

(3) 

中
央
地
域

召
集
者

宮
司
・
チ
ト
ラ
ン
ジ
ャ
ン
・
ナ
グ

(4) 

東
|
西
地
域

宮
円
ア
シ
ョ
ク
・
カ
ン
ブ
ル

上
述
の
地
域
の
す
べ
て
の
召
集
者
は
、
時
間
と
労
力
を
投
入
し
、
そ
の
文
化
と
状
況
に
も
と
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
は
何
時
間
も
座
っ
て
働
き
つ
い
に
最
後
の
会
議
で
予
定
さ
れ
た
計
画
が
提
出
さ
れ
た
。

一
九
九
五
年
七
月
三

O
日

朝
の
会
議
は
静
か
な
膜
想
と
パ
ー
ジ
ヤ
ン
や
歌
を
歌
う
こ
と
で
始
ま
り
、
続
い
て
ダ
リ
ッ
ト
問
題
に
集
中
さ
れ
た
。
礼
拝
式
は
祈
り
と
ス
ピ
リ
ッ
ト
と

団
結
で
満
た
さ
れ
た
。

祈
り
と
旗
想
の
の
ち
、
思
想
の
オ
ー
プ
ン
な
共
有
が
り
円
・
ジ
ェ

l
ム
ズ
・
マ
ッ
セ
イ
師
の
招
待
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
評
価
に
つ
い
て
知

る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
経
験
だ
っ
た
。
そ
の
上
参
加
者
は

D
S
P
の
成
長
に
つ
い
て
の
見
解
や
提
案
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
プ
を
よ
り
効
果
的
で
実

り
あ
る
も
の
に
す
る
よ
り
よ
い
方
法
を
述
べ
た
。
人
々
は
わ
が
国
の
一
二
の
州
か
ら
参
加
し
た
。
参
加
者
の
数
は
三
八
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
全
イ
ン
ド
ダ
リ
ッ
ト
青
年
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
の
才
知
あ
る
人
物
た
ち
は
、
ロ
吋
・
ジ
ェ

l
ム
ズ
・
マ
ッ
セ
イ
師
、
宮
門
・
ナ
ゲ
シ
ュ
・
チ
ャ
ウ
ダ
リ
、

U
円
・
ア
イ
。
フ
・
ジ
ョ
セ
フ
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
デ
ィ
ル
ベ
ル
師
、
宮
司
・
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
ジ
ウ
ェ
イ
ン
そ
し
て
富
田
・
メ
リ
l
・
デ
イ
ハ
ム
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
我
々
は
、
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
の
こ
の
精
神
が
う
な
ぎ
の
ぽ
り
で
盛
大
に
な
り
、
す
べ
て
の
ダ
リ
ッ
ト
を
団
結
と
成
長
と
発
展
と
い
う
一
つ
の
旗

の
下
に
結
集
す
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

D
S
P
青
年
部
書
記
冨
吋
・

A
・
ラ
メ
イ
ア
の
全
体
的
な
指
導
と
積
極
的
参
加
は
、

D
S
P
の
活
動
に
お
い
て
よ

り
積
極
的
で
有
益
な
も
の
に
な
ろ
う
と
い
う
奮
起
心
の
偉
大
な
源
泉
で
あ
っ
た
。

我
々
は
こ
の
会
議
の
ホ
|
ル
に
我
々
の
行
動
計
画
を
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
我
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
我
々
に
属
す
る
個
々
の
エ
リ
ア
で

召
集
者



大
い
に
成
功
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
ま
た
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
ま
た
さ
ま
ざ
さ
な
州
か
ら
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
我
々
の
目
標

や
目
的
は
「
ダ
リ
ッ
ト
の
連
帯
」
と
い
う
一
つ
の
ゴ

l
ル
に
の
み
至
る
と
い
う
こ
と
を
記
憶
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ロ
円
・
ジ
ェ

l
ム
ズ
師
は
締
め
括
り
の
演
説
を
行
い
、
そ
し
て
宮
司
・

A
・
ラ
メ
イ
ア
は
感
謝
決
議
を
提
案
し
た
。
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青
年
指
導
者
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
ウ
ス
コ
タ
イ

青
年
指
導
者
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
九
五
年
八
月
一
七
日

i
一
九
日
、
タ
ミ

i
ル
・
ナ
ド
ゥ
州
の
チ
ェ
ン
ガ
イ

l
M
G
R
県
、
ウ
ス
コ
タ
イ
で
お

こ
な
わ
れ
た
。

D
S
P
の
南
部
地
域
召
集
者
の
り
吋
・

V
・
デ
パ
サ
|
ヤ
ム
の
指
導
の
も
と
で
計
画
さ
れ
お
こ
な
わ
れ
て
、
三
日
間
キ
ャ
ン
プ
は
三
五
名
す
な

わ
ち
二
五
名
の
男
と
一

O
名
の
女
が
参
加
し
た
。
最
初
の
会
議
で
指
導
的
主
唱
者
呂
田
・
ア
ン
ジ
ェ
ラ
イ
ン
は
、
不
可
触
時
間
民
制
、
結
婚
、
重
婚
、
強
制
婚
、

生
活
権
、
財
産
権
、
暴
力
行
為
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
や
、
ダ
リ
ッ
ト
の
生
活
状
況
に
直
接
的
関
係
を
持
っ
て
い
る
他
の
法
律
に
つ
い
て
、
参
加
者

た
ち
に
伝
え
た
。
次
の
会
議
で
参
加
者
た
ち
は
、
カ

i
ス
ト
の
宗
教
1

歴
史
的
背
景
、
カ
l
ス
ト
の
起
源
と
し
て
の
ヒ
ン
ド
ゥ
主
義
そ
し
て
カ
l
ス
ト
に

も
と
づ
く
搾
取
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た
。

参
加
者
た
ち
の
生
活
に
お
け
る
目
標
の
よ
り
よ
き
理
解
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
失
わ
れ
た
基
本
的
人

権
、
こ
の
失
わ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
獲
得
す
る
た
め
の
闘
い
に
対
す
る
我
々
の
個
人
的
・
集
団
的
な
責
任
と
貢
献
、
き
た
る
べ
き
世
代
へ
の
我
々

の
責
任
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
の
ト
ピ
ッ
ク
は
「
ダ
リ
ッ
ト
の
現
実
」
「
ダ
リ
ッ
ト
と
運
動
の
構
築
」
「
地
方
の
青
年
の
役
割
」
そ
し
て
「
ダ
リ
ッ
ト
と
経
済

的
発
展
」
を
含
ん
で
い
た
。

反
省
会
議
で
は
、
幾
人
か
の
才
知
あ
る
人
々
さ
え
も
が
、
こ
れ
は
彼
ら
が
ま
っ
た
く
自
由
に
自
分
自
身
と
自
分
の
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
の
で
き
た
最

初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
述
べ
た
。
参
加
者
は
以
前
の
ど
れ
よ
り
も
は
る
か
に
明
確
な
現
実
理
解
を
し
た
と
い
う
意
見
で
一
致
し
た
。

彼
ら
の
共
有
し
た
経
験
の
い
く
つ
か
は
以
下
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

川
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
持
っ
て
い
る

D
S
P
は
、
教
育
や
雇
用
に
関
連
し
た
主
要
な
決
定
に
発
言
権
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
教

育
施
設
へ
の
ダ
リ
ッ
ト
の
入
学
や
新
人
募
集
に
関
連
し
た
悪
慣
行
を
正
す
こ
と
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
。

間

D
S
P
は
ダ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
暴
力
行
為
を
効
果
的
に
処
理
す
る
た
め
に
、
郡
、
県
、
州
そ
し
て
国
レ
ベ
ル
で
青
年
幹
部
を
養
成
す
べ
き
で
あ
り
、
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そ
し
て
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
ダ
リ
ッ
ト
青
年
が
知
識
と
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
!
ツ
の
技
術
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

間

D
S
P
は
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
護
と
振
興
の
た
め
に
働
い
て
い
る
ダ
リ
ッ
ト
青
年
に
対
し
て
、
教
育
的
・
経
済
的
支
援
を
保
証
す
る

よ
う
な
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
す
べ
き
で
あ
る
。

凶
多
く
の
ダ
リ
ッ
ト
青
年
に
ダ
リ
ッ
ト
の
大
義
の
た
め
に
活
動
す
る
の
を
励
ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
多
く
の
青
年
自
覚
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
村
や
県
レ

ベ
ル
で
組
織
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

同

D
S
P
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で

D
S
P
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
織
す
る
過
程
に
お
い
て
生
ず
る
す
べ
て
の
問
題
を
直
接
に
処
理
す
る
委
員
会
を

作
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、

D
S
P
に
関
係
す
る
メ
ン
バ
ー
に
加
え
ら
れ
た
差
別
あ
る
い
は
い
か
な
る
形
態
の
脅
迫
に
も
関
連
す
る
も
の
で

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
委
員
会
は
ダ
リ
ッ
ト
出
身
の
法
律
専
門
家
や
与
野
党
両
方
の
政
治
指
導
者
の
支
援
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
国
際
社
会
の

支
援
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
全
国
青
年
幹
事
会
議

ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

(
C
C
A
)
、
世
界
教
会
協
議
会

(
W
C
C
)
そ
し
て
イ
ン
ド
教
会
協
議
会

(Nee-)
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
ア
ジ
ア

青
年
活
動
協
議
会
が
一
九
九
五
年
三
月
一
四
日
|
一
一
一
一
日
に
イ
ン
ド
の
ハ
イ
ダ
ラ
パ

l
ド
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
冨
吋
・

フ
ラ
ン
ク
・
ビ
ズ
ワ
ナ
ス
、
冨
吋
・
テ
ル
ト
ム
ド
、
そ
し
て
冨
吋
・
ア
ル
ビ
ン
・
パ
ツ
テ
ィ
が
協
議
会
に
出
席
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
我
々
に
他
の
参
加
者
と
見
解
を
共
有
し
運
動
に
つ
い
て
よ
り
多
く
を
学
ぶ
と
い
う
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
我
々
が
指
導
者
の

資
質
を
発
展
さ
せ
、
ア
ジ
ア
の
社
会
|
経
済
問
題
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
こ
と
を
知
る
の
を
助
け
た
。

こ
の
会
議
に
出
席
し
た
我
々
の
仲
間
、
ア
ジ
ア
の
友
人
の
た
い
て
い
は
、
イ
ン
ド
の
カ

l
ス
ト
制
度
や
不
可
触
賎
民
制
の
慣
行
を
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
。
我
々
は
カ

l
ス
ト
制
度
に
関
す
る
我
々
の
経
験
を
彼
ら
と
分
か
ち
持
つ
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。
我
々
は
我
々
の
仲
間
の
参
加
者
と
我
々
の
見
解
と
経
験

を
分
か
ち
持
ち
、
そ
し
て
彼
ら
に
我
々
の
社
会
で
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
(
ダ
リ
ッ
ト
)
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し
、
ま
た
ダ
リ
ッ
ト

が
い
わ
ゆ
る
上
層
カ

l
ス
ト
の
人
々
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
搾
取
さ
れ
て
き
た
か
を
も
説
明
し
た
。

す
べ
て
の
ア
ジ
ア
の
友
人
た
ち
は
、
ダ
リ
ッ
ト
問
題
に
全
力
を
そ
そ
ぐ
イ
ン
ド
・
エ
キ
ユ
メ
ニ
カ
ル
青
年
運
動
の
必
要
性
を
感
じ
た
。



参
加
者
た
ち
は
ま
た
、

D
S
P
(ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ダ
リ
ッ
ト
聞
で
活
動
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
話
し
を
さ
れ
た
。

ダ
リ
ッ
ト
の
権
利
の
た
め
に
戦
う
指
導
者
組
織
の
一
つ
で
あ
る

D
S
Pも
ま
た
、
ダ
リ
ッ
ト
聞
で
社
会
的
自
覚
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
活
動
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

す
べ
て
の
参
加
者
は
過
去
に
お
い
て
教
会
が
お
こ
な
っ
て
き
た
私
心
の
な
い
活
動
を
評
価
し
た
。
今
や
教
会
は
ダ
リ
ッ
ト
の
大
義
の
た
め
に
コ
ミ
ッ
ト

し
て
き
て
お
り
、
ダ
リ
ッ
ト
の
向
上
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

彼
ら
は
ま
た
、
ダ
リ
ッ
ト
の
向
上
の
た
め
の
他
の
ダ
リ
ッ
ト
諸
組
織
の
活
動
に
つ
い
て
も
満
足
感
を
表
明
し
た
。
イ
ン
ド
の
原
住
民
で
あ
る
ダ
リ
ッ
ト

は
経
済
的
か
つ
政
治
的
諮
問
題
に
だ
け
で
な
く
、
ま
た
不
可
触
賎
民
制
と
い
う
社
会
的
悪
に
も
直
面
し
て
き
た
。
イ
ン
ド
に
は
何
百
と
い
う
カ

1
ス
ト
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
ダ
リ
ッ
ト
だ
け
が
そ
の
経
済
的
あ
る
い
は
政
治
的
地
位
に
か
か
わ
り
な
く
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
プ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

も
し
問
題
が
貧
困
の
そ
れ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
我
々
は
解
答
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
不
可
触
賎
民
制
の
問
題
は
完
全
に
異
な
っ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
し
組
織
に
よ
る
集
団
的
な
闘
い
が
な
け
れ
ば
根
絶
さ
れ
得
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

青
年
た
ち
は
ダ
リ
ッ
ト
運
動
に
関
す
る

D
S
P
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
協
力
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。
そ
れ
は
我
々
人
民
が
ダ
リ
ッ
ト
の
直
面
す
る
問
題
を
強

調
す
る
と
て
も
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
我
々
に
ダ
リ
ッ
ト
と
そ
の
諸
問
題
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
参
加
者
に
語
り
か
け
る
好
機
会
を
与
え
た
。

会
合
は
ま
た
、
我
々
が
聖
書
の
教
え
を
今
日
の
社
会
問
題
に
適
用
す
る
の
を
助
け
た
。
会
合
で
討
論
さ
れ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
社
会
的
に
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
益
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
青
年
た
ち
が
社
会
奉
仕
に
積
極
的
に
参
加
す
る
必
要
性
を
も
強
調
し
た
。

バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
覚
醒
は
よ
り
多
く
の
こ
の
よ
う
な
会
合
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

以
下
の
ト
ピ
ッ
ク
が
諸
グ
ル
ー
プ
で
討
論
さ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ

I

①
 

②
 

③
 

④
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エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
再
建

運
動
構
築
訓
練

指
導
者
訓
練

民
衆
資
料



，d
 

グ
ル
ー
プ

H

①

現

在

の

C
C
A
(
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
)
青
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
確
認

②
訪
問
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
社
会
!
文
化
の
青
年
た
ち

③
準
地
域
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

④
付
加
的
ト
ピ
ッ
ク

a
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。し

グ
ル
ー
プ
血

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤ 

現
実
の
中
で
の

E
M
(
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
)
の
確
認

a) 

神
学
的
基
礎

活
動
の
性
質

)
 

'
b
 

c) 

交
換
・

E
M集
団

ジ
ェ
ン
ダ
l
l
|
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

)
 

Lυ 

運
動
構
築
|
|
運
動
構
築
と
は
何
か
|
|
問
題
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
運
動

ジ
ェ
ン
ダ
|
|
|
女
性
l
l
分
析
の
枠
組
み

主
要
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

全
国
的
か
つ
国
際
的
レ
ベ
ル
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
に
立
っ
た
自
覚
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
周
辺
セ
ク
シ
ョ
ン
す
な
わ
ち
ダ
リ
ッ
ト
に
焦
点
を
あ
て
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
)

各
国
に
共
通
の
問
題
を
確
認
す
べ
き

C
C
A
(
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
)

c) d) 
青
年
指
導
者
と
エ
ン
パ
ワ

i
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

ダ
リ
ッ
ト
緊
急
救
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

E
Y
M協
議
会

キ
ャ
ン
パ
ス
内
閣

ソ
l
シ
ャ
ル
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
教
会
所
有
の
教
育
施
設

②
職
業
訓
練

③
青
年
の
た
め
の
奨
学
金
と
機
会

社
会
党
醒
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
地
元
の
人
々
に
対
す
る
ソ

l
シ
ャ
ル
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

②
周
辺
的
人
々
の
た
め
の
経
済
的
、
社
会
i

政
治
的
、
文
化
的
な
ダ
リ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

会
合
は
と
て
も
有
益
で
あ
り
、
我
々
は
会
合
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
し
、
ま
た
ダ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
見
解
と
経
験
を
分
か
ち
持
っ
た
と
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
と
て
も
幸
せ
で
あ
る
。

D
S
P
の
幹
事
長
と
代
表
と
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
を
表
明
す
る
。

交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

持
続
可
能
な
青
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

指
導
者
技
術
訓
練

青
年
と
青
年
ク
ラ
ブ
一
連
帯
感

p
・
フ
ラ
ン
ク
・
ビ
ズ
ワ
ナ
ス

宮
司
・
テ
ル
ト
ム
ド

冨
?
ア
ル
ビ
ン
・
パ
ッ
テ
イ

一
九
九
五
年
一

O
月
、
デ
リ
ー
で
の
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
国
活
動
委
員
会
の
会
合
へ
の
世
界
教
会
協
議
会

(
W
C
C
)
総
書
記
と
そ
の
一
行
訪

問
時
に
お
け
る
演
説
の
交
換

ダ
リ
ッ
ト
、
建
島
市
『
ノ
ロ
グ
ラ
ム
代
議
、
ミ
ヌ
ベ
グ
ワ
ン
・
ダ
ヲ
ヘ
N
思
議
コ
た
。
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友
人
や
同
僚
の
皆
さ
ん
、

D
S
P
全
国
活
動
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
世
界
教
会
協
議
会
の
U
円
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
レ
イ
ザ
l
、
U
H
サ
ム
エ
ル
・

コ
ビ
ア
、
宮
3
・
ア
ル
|
ナ
・
グ
ナ
ナ
ダ
サ
ン
、
ポ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
師
お
よ
ぴ
サ
ロ
メ
イ
・
パ

l
ス
ダ
デ
ィ
ェ
、
そ
し
て

D
S
P
に
加
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
信
仰
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
や
っ
て
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
す
べ
て
の
皆
さ
ん
。

わ
た
し
は
主
賓
ロ
吋
レ
イ
ザ

l
を
歓
迎
し
ま
す
。
わ
た
し
は
世
界
教
会
協
議
会
の
最
高
幹
部
が
こ
の
行
事
に
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
非
常
に
幸
せ

に
感
じ
て
い
ま
す
。
我
々
は
重
要
問
題
を
討
論
す
る
た
め
に
会
合
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
我
々
に
加
わ
る
た
め
に
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
く
れ
た

W

C
C
の
他
の
メ
ン
バ
ー
を
歓
迎
し
ま
す
。

我
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
出
身
で
す
。
多
f

宗
教
的
、
多
文
化
的
組
織
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
は
ブ
デ
ィ
ス
ト
で
す
。
わ
た
し
は
、
宗
教
の
世
界

で
は
ブ
デ
ィ
ス
ト
が
伝
道
者
と
し
て
外
へ
、
世
界
へ
出
て
い
っ
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
犠
牲

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
同
情
と
奉
仕
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
て
世
界
へ
伝
道
者
を
派
遣
し
た
第
二
番
目
の
偉
大
な
宗
教
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
ま
し
た
。

我
々
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
片
手
に
聖
書
を
、
も
う
一
方
の
手
に
銃
を
持
っ
て
世
界
へ
出
て
い
っ
た
と
言
っ
た
非
常
に
著
名
な
中
国
の
作
家
リ
ン
・
ユ

タ
ン
が
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
そ
れ
は
真
実
の
全
く
の
戯
画
化
だ
と
思
い
ま
す
。

伝
道
師
た
ち
は
、
片
手
に
聖
書
を
、
も
う
一
方
の
子
に
銃
を
持
っ
て
出
て
い
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
貧
欲
で
強
欲
な
商
人
や
植

民
地
主
義
者
で
、
彼
ら
が
諸
民
族
を
、
他
の
土
地
を
征
服
し
に
行
っ
た
の
で
し
た
。
彼
ら
は
食
欲
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
心
に
貧
欲
さ

を
子
に
銃
を
持
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
い
ま
や
宗
教
は
、
そ
し
て
特
に
真
に
宗
教
的
で
あ
る
人
々
は
、
強
欲
で
食
欲
な
人
々
や
肉
体
的
快
楽
に
よ
っ
て
動

機
づ
け
ら
れ
た
人
々
が
な
し
た
悪
行
を
正
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

W
C
C
は
世
界
の
抑
圧
さ
れ
た
人
々
の
大
義
を
取
り
上
げ
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
一
つ
の
組
織
で
す
。
ダ
リ
ッ
ト
の
数
は
イ
ン
ド
と
い

う
土
地
に
一
億
六

0
0
0万
人
を
数
え
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
数
は
、
わ
が
国
で
は
人
口
調
査
の
数
字
が
政
治
的
理
由
で
操
作
さ
れ
て
い
る
の
で
、

は
る
か
に
多
い
の
で
す
。
我
々
は
指
定
カ
!
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
政
府
の
定
義
を
、
つ
け
入
れ
ま
せ
ん
。

D
S
P
は
自
ら
の

定
義
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
定
義
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
起
源
を
も
っ
人
々
で
あ
っ
て
、
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
じ
て
い
る
人
々
、

あ
る
い
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
信
仰
の
人
々
さ
え
も
含
む
の
で
す
。
だ
か
ら
我
々
は
よ
り
広
い
定
義
を
持
っ
て
お
り
、

D
S
P
は
彼
ら
す
べ
て
を
代
表
す
る
の
で

す。



わ
た
し
は
多
く
を
言
う
の
を
望
み
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
に
光
栄
に
思
っ
て
い
る
し
、
ま
た
わ
が
組
織
も
光
栄
に
思
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

W
C
C
の
最
高
幹
部
が
や
っ
て
き
て
我
々
に
加
わ
る
こ
と
が
正
し
い
こ
と
だ
と
考
え
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
集
会
に
は
、
ダ
リ
ッ
ト
起
源
の
人
々
、

い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
の
指
定
部
族
に
属
す
る
人
々
が
お
り
、
か
れ
ら
は
実
際
イ
ン
ド
の
先
住
民
族
な
の
で
す
。
彼
ら
は
イ
ン
ド
中
に
散
ら
ば
っ
て
森
の
中
に

住
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
は
そ
の
文
化
、
そ
の
伝
統
、
そ
し
て
そ
の
言
語
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

も
う
一
度
、
わ
た
し
は
暖
か
く
心
か
ら

W
C
C
の
尊
敬
す
べ
き
客
人
た
ち
を
歓
迎
し
ま
す
。
わ
た
し
は
ま
た

D
S
Pを
構
成
し
、
か
っ
こ
こ
に
出
席
し

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
を
歓
迎
し
ま
す
。

我
々
は
我
々
の
客
人
を
花
輪
で
飾
る
と
い
う
伝
統
を
持
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
は
そ
れ
を
イ
ン
ド
の
伝
統
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
た
し
は
客
人
た

ち
を
花
輪
で
飾
る
よ
う
D
S
P
の
メ
ン
バ
ー
に
訴
、
え
ま
す
。

客
人
た
ち
か
花
輪
で
飾
ら
れ
た
後
、

W
C
C総
書
記
匂
六
コ
ン
ラ
ッ
ド
・

2

レ
イ
ザ
i
H
H蒋
づ
た
。
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親
愛
な
る
冨
同
・
パ
グ
ワ
ン
・
ダ
ス
、
。
円
・
ジ
ェ

l
ム
ズ
・
マ
ッ
セ
イ
、
親
愛
な
る
イ
ン
ド
の

D
S
P
全
国
活
動
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
親
愛
な
る

友
人
た
ち
。

W
C
C総
書
記
と
し
て
の
現
在
の
資
格
で
イ
ン
ド
へ
や
っ
て
き
た
最
初
の
訪
問
で
、
二
日
目
で
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
の
ダ
リ
ッ
ト
お
よ
び
先
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
者
と
し
て
の
あ
な
た
が
た
と
こ
の
会
合
の
機
会
を
持
つ
こ
と
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
喜
ぴ
で
あ
り
名
誉
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

W

C
C総
書
記
が
こ
の
名
誉
を
持
つ
最
初
の
と
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
こ
の
事
実
を
強
調
し
た
い
の
で
す
。

ナ
グ
ブ

l
ル
で
昨
日
を
過
ご
し
た
後
に
あ
な
た
が
た
を
訪
問
で
き
る
こ
と
は
ま
た
特
別
の
名
誉
で
も
あ
り
ま
す
。
我
々
は
そ
こ
で
、
ロ
吋
・
ア
ン
ベ
ド
カ
ル

の
仏
教
へ
の
改
宗
を
記
念
す
る
仲
間
の
ダ
リ
ッ
ト
に
取
り
囲
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
改
宗
は
意
識
を
高
め
る
の
に
重
要
な
出
来
事
と
し
て
、
イ
ン
ド
の
ダ

リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
非
常
に
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
我
々
の
訪
問
が
こ
の
記
念
式
典
と
一
致
し
た
の
は
重
要
な

事
実
だ
と
わ
た
し
は
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
わ
た
し
は
、
我
々
の
友
人
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
友
人
で
あ
る
ア
l
ビ
ン
ド
・
ニ
ル
マ
ル
を
思
い
出
す
た
め
に
も
時
を
過
ご
し
た
い
の
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で
す
。
彼
は
思
い
が
け
な
く
も
土
曜
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
わ
た
し
は
、
か
れ
も
ま
た
属
し
て
い
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
彼
の
記
憶
を
想

起
す
る
こ
と
は
全
く
適
切
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

こ
の
あ
な
た
が
た
の
会
合
に
、
そ
し
て
わ
た
し
の
イ
ン
ド
訪
問
の
初
め
に
、
あ
な
た
が
た
を
訪
れ
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
は
と
て
も
特
別
の
理
由
が

あ
る
の
で
す
。
ロ
円
・
マ
ッ
セ
イ
は
す
で
に
今
年
の
は
じ
め
六
月
に
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
代
表
団
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
た
こ
と
に
言
及
し
ま
し
た
。
こ

の
訪
問
で
代
表
団
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
・
セ
ン
タ
ー
に
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
不
幸
に
も
わ
た
し
自
身
は
代
表
団
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
は
西
ア
フ
リ
カ
の

W
C
C
の
メ
ン
バ
ー
教
会
を
訪
問
し
て
い
て
不
在
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、
あ
る
意
味
で
は
こ
れ

は
返
礼
訪
問
|
l
I
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
皆
さ
ん
の
代
表
団
の
訪
問
で

W
C
C
が
受
け
た
お
返
し

l
ー
な
の
で
す
。
我
々
は
こ
れ
に
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
し
、

ま
た
こ
れ
は
多
年
に
わ
た
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
関
係
を
強
化
す
る
も
の
で
し
た
。
実
際
そ
れ
は
か
な
り
長
い
過
程
で
あ
り
、
相
互
の
注
意
深
い
承
認

で
あ
り
、
最
終
的
に
は
非
常
に
特
殊
な
協
力
形
態
へ
と
至
っ
た
我
々
独
特
の
も
の
な
の
で
す
。

は
じ
め
て
イ
ン
ド
の
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
況
に
気
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
瞬
間
を
わ
た
し
は
想
起
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
W
C
C
の
レ
イ
シ
ズ
ム
と
闘
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
七

0
年
代
終
わ
り
の
決
定
的
瞬
間
に
、

W
C
C
は
ジ
ン
パ
ブ
エ
の
愛
国
戦
線
に

基
金
を
与
え
る
と
い
う
高
度
に
可
視
的
な
、
し
か
し
非
常
に
論
争
の
的
に
な
る
決
定
を
お
こ
な
い
、
そ
し
て
教
会
内
部
で
の
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
部
で

の
に
が
い
論
争
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
レ
イ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
教
会
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
収
集
す
る
過
程
を
先
に

し
て
か
ら
、
世
界
協
議
会
を
開
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
す
べ
て
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て
、
全
く
思
い
も
か
け
ず
、
イ
ン
ド
の
年
配
の
ダ
リ
ッ

ト
男
性
が
会
議
手
続
き
の
只
中
に
入
り
こ
み
、
そ
し
て
こ
の
会
議
に
対
し
て
ダ
リ
ッ
ト
の
窮
状
と
叫
ぴ
を
提
示
し
た
の
は
、
一
九
八

O
年
の
夏
、
オ
ラ
ン

ダ
で
お
こ
な
わ
れ
た
そ
の
協
議
会
に
お
い
て
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
だ
組
織
さ
れ
た
闘
い
で
は
な
く
、
た
だ
の
叫
び
で
し
た
か
ら
、
会
合
は
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
扱
う
が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
叫
ぴ
は
回
避
す
る
こ
と
の
困
難
な
も
の
で
し
た
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
排
除
と
抑
圧
の
問
題
を
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
焦
点
と
し
、
そ
の
覚
醒
を
も
た
ら
す
に
は
な
お

多
く
の
年
月
が
か
か
り
、
わ
た
し
も
覚
え
て
い
ま
す
が
、
パ
ン
ク

l
パ
ー
で
の
一
九
八
三
年
の

W
C
C
総
会
で
、
現
ア
ザ
リ
ア
司
祭
の
特
に
記
憶
す
べ
き

介
入
が
あ
っ
た
の
で
す
。

わ
た
し
は
発
展
の
す
べ
て
の
段
階
を
体
験
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
が
今
朝
早
く
提
示
さ
れ
た
演
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劇
で
鮮
や
か
に
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
連
帯
に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
連
帯
と
は
た
ぶ
ん

使
い
古
さ
れ
て
き
た
言
葉
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
我
々
が
持
っ
て
お
り
、
か
っ
そ
の
重
要
性
に
お
い
て
最
小
限
化
さ
れ
る
こ
と
を
許
す
べ
き
で
は
な
い

非
常
に
貴
重
な
一
言
葉
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。
我
々
は
そ
の
非
常
に
特
殊
な
意
味
を
持
っ
た
連
帯
と
い
う
言
葉
を
擁
護
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お

互
い
に
結
合
す
る
人
々
の
共
同
闘
争
の
経
験
の
中
に
、
そ
の
場
所
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。
今
朝
の
演
劇
で
五
人
の
演
者
が
腕
を
結
ぴ
あ
わ
せ
る
イ
メ
ー

ジ
が
、
実
際
上
連
帯
の
意
味
す
る
も
の
な
の
で
す
。
一
緒
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
に
反
対
す
る
力
よ
り
も
強
力
に
な
る
よ
う
に
お
互
い
を
強
め
る
こ
と
。
非

常
に
特
殊
な
解
釈
が
出
て
き
た
の
は
全
く
最
近
の
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
関
争
の
外
部
の
人
々
が
闘
争
の
内
部
の
人
々
に
た
い
し
て
、
自
ら
の
連
帯
を

宣
言
し
、
そ
の
援
助
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
た
の
で
す
。

世
界
教
会
協
議
会
の
諸
教
会
が
こ
の
関
係
の
特
殊
性
を
理
解
す
べ
く
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
我
々
の
大
部
分
に
と

っ
て
我
々
が
闘
争
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
う
ぬ
ぼ
れ
で
あ
ろ
う
か
ら
で
す
。
我
々
は
外
部
か
ら
の
仲
間
に
と
ど
ま
る
の
で
し
ょ
う
が
、
し
か
し
我
々

は
我
々
を
結
び
つ
け
る
質
の
高
い
関
係
に
関
与
し
て
い
る
の
で
す
。
連
帯
と
い
う
言
葉
を
定
義
す
る
の
は
、
闘
争
の
な
か
の
人
々
、
こ
の
場
合
に
は
ダ
リ

ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
そ
し
て
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
と
し
て
の
皆
さ
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
す
る
と
い
う
こ
と
が
経
験
に
学
ぶ
も
う
ひ
と
つ
の
こ
と
な
の
で
す
。
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し

て
な
さ
れ
る
抑
圧
や
不
公
正
に
気
づ
く
よ
う
促
さ
れ
た
こ
と
や
、
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
窮
状
に
つ
い
て
何
か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ん
だ
こ

と
、
適
切
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ダ
リ
ッ
ト
と
の
連
帯
を
表
明
す
る
名
誉
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
。
実
際
わ
た
し
は
こ
の
機
会
が
世
界
教
会
協
議
会
に
与
え
ら
れ

た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
人
種
的
あ
る
い
は
民
族
的
差
別
の
諸
形
態
、
あ
る
い
は
諸
表
現
に
つ
い
て
の
認
識
を
広
げ
た
か

ら
で
す
。
こ
う
し
て
そ
れ
は
世
界
教
会
協
議
会
を
未
探
険
の
原
野
に
導
い
た
の
で
す
。

我
々
は
白
人
人
種
主
義
の
特
殊
な
挑
戦
を
な
ん
と
か
か
ん
と
か
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
無
視
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
特
徴
が
多
年
の
闘
争
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
あ
な
た
が
た
へ
の
こ
の
抑
圧
は
、
特
に
そ
れ
が
何
百
年
も
の
関

目
に
見
え
な
い
形
で
残
っ
て
い
た
ゆ
え
に
ず
っ
と
微
妙
な
も
の
な
の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
闘
争
の
形
態
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
識
別
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
連
帯
の
表
明
を
ず
っ
と
困
難
に
し
か

っ
向
時
に
貴
重
に
し
て
い
る
の
で
す
。
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わ
た
し
は
こ
の
自
発
的
演
説
で
、
代
表
団
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
我
々
を
訪
問
し
た
と
き
持
っ
て
き
た
、
そ
し
て
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
仲
間
に
持
っ
て

き
た
非
常
に
価
値
の
あ
る
意
見
書
に
応
え
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は

W
C
Cを
代
表
し
て
、
こ
の
文
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
意
見
に
支
持
を
表

明
し
た
い
。
わ
た
し
は
特
に
間
f

信
仰
的
な
や
り
方
で
ダ
リ
ッ
ト
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う
我
々
の
特
殊
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
す
な
わ
ち
、
ブ
デ
ィ
ス
ト
、
シ
ク
、
ム
ス
レ
ム
、
ヒ
ン
ド
ゥ
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
出
身
の
ダ
リ
ッ
ト
・
リ
ー
ダ
ー
を
連
帯
の
関
係
に
お
い
て
一
緒
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
宗
教
的
忠
誠
が
集
団
l

相
互
間
の
抗
争
と
憎
悪
を
動
員
す
る
た
め
に
し
ば
し
ば
誤
用
さ
れ
て
き
た
状
態
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
ま

す
ま
す
重
要
だ
と
我
々
は
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
間
i

信
仰
的
な
基
盤
の
上
に
組
織
さ
れ
た

D
S
P
は
、
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
直
接
的
な
関
係
の
サ
ー
ク
ル
を
は
る
か
に
越
え
た
重
要
な
証
人
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

わ
た
し
は
ま
た
、

D
S
P
と
我
々
の
関
係
は
、

W
C
C
の
す
べ
て
の
部
門
で
な
さ
れ
た
仕
事
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
と
て
も
重
要
な

の
だ
と
一
言
い
た
い
の
で
す
。
ダ
リ
ッ
ト
の
認
識
と
経
験
が
、

W
C
C
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
調
点
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
わ
た
し

は
思
い
ま
す
。
彼
ら
は
わ
た
し
の
同
僚
の
ボ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
の
取
次
ぎ
で

P
C
R
(
W
C
C
の
レ
イ
シ
ズ
ム
と
闘
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
で
最
初
に
接
触
し
ま

し
た
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
最
後
の
二
つ
の
指
摘
に
関
し
て
は
、
わ
た
し
は
も
ち
ろ
ん
す
で
に

P
C
R
の
特
殊
な
関
心
を
は
る
か
に
越
え
て
進
む
よ
う
に
と

い
う
合
意
を
示
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
あ
な
た
方
も
そ
の
判
断
、
評
価
、
対
応
を
我
々
と
共
有
す
る
た
め
に
、
自
由
に
感
じ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
そ
し

て
招
待
を
受
け
る
こ
と
を
我
々
は
希
望
し
ま
す
。
そ
の
結
果
そ
れ
は
純
粋
な
交
換
過
程
と
な
る
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
今
世
界
教
会
協
議
会
は
、
二
一
世
紀
に
入
る
の
で
、
レ
イ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
い
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
諸
形
態
を
再
評
価
し
よ
う
と
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
こ
と
は
特
に
興
味
深
い
の
で
す
。
こ
の
努
力
に
お
い
て
分
析
の
最
初
の
試
み
は
い
わ
ゆ
る
「
レ
イ
シ
ズ
ム
に
関
す
る
骨
格
文
書
」
に

お
い
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
こ
の
挑
戦
の
主
要
特
徴
は
現
在
何
な
の
か
、
ま
た
今
後
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
特
定

し
よ
う
と
い
う
試
み
な
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
今
我
々
は
多
く
の
地
域
や
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仲
間
た
ち
と
こ
の
予
備
的
分
析
の
試
み
を
共
有
し
は
じ

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
意
味
を
な
す
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
、
一
方
的
な
強
調
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
た
め
に
で
す
。
だ
か
ら
我
々
は

こ
れ
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
の
だ
し
、
も
し
皆
さ
ん
が
そ
の
コ
メ
ン
ト
を
我
々
と
分
か
ち
持
つ
準
備
が
あ
れ
ば
と
て
も
感
謝
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
し
た
お
返
し
の
贈
り
物
を
贈
っ
て
わ
た
し
の
説
明
を
終
わ
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
が
我
々
と
共
有
し
た

贈
り
物
ほ
ど
貴
重
な
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
る
意
味
で
は
代
表
団
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
世
界
教
会
協
議
会
を
訪
問
し
た
と
き
に
彼
ら
に
お
く
つ
た
贈
り
物
の



続
き
な
の
で
す
。
(
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
代
表
団
に
お
く
っ
た
)
あ
の
五
枚
の
画
は
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係
に
お
け
る
世
界
教
会
協
議
会
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
画
像
で
す
。
そ
れ
は
り
円
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
よ
う
な
憲
法
の
諸
原
則
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
と
り
わ
け
女
性
の
闘
い
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
土
地
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
そ
し

て
ダ
リ
ッ
ト
の
崇
室
向
性
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。
我
々
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
特
別
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
・

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
、
す
べ
て
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
、
基
礎
に
つ
い
て
の
我
々
の
理
解
の
一
部
な
の
で
す
。
そ
れ
で
わ
た
し

が
皆
さ
ん
に
持
っ
て
き
て
い
る
も
の
は
世
界
教
会
協
議
会
の
旗
印
で
あ
り
、
わ
た
し
は
こ
れ
を
適
切
な
場
所
に
置
く
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る

も
の
で
す
。

そ
の
、
《
h
k
、

b
s
p執
行
部
理
事

b
、
シ
ミ

l
ム
ズ

-
V
ッ
セ
イ
締
か
議
コ
た
。

127ーーダリット連帯プログラム報告(四・完)

ロ
円
・
サ
ム
エ
ル
・
コ
ピ
ア
師
は

W
C
C
の
ユ
ニ
ッ
ト
皿
の
執
行
部
理
事
で
す
。
こ
こ
に
は
、
こ
の
世
界
的
な
家
族
と
の
我
々
の
関
係
の
歩
み
と
、
彼
ら
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
履
行
す
る
た
め
に
彼
ら
が
そ
こ
で
提
供
し
た
行
政
的
活
動
が
あ
る
の
で
す
。
我
々
の
関
係
は
(
そ
れ
は

W
C
C内
部
で
分
け
ら
れ
て

い
る
や
り
方
で
す
)
ユ
ニ
ッ
ト
皿
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
む
戸
コ
ビ
ア
が
我
々
と
と
も
に
い
る
の
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
彼
は
、
あ
る
段

階
で
は
我
々
と
こ
こ
に
い
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
我
々
の
側
か
ら
圧
力
を
か
け
ら
れ
そ
し
て
彼
は
同
意
し
た
の
で
す
。
た
ぶ

ん
彼
の
他
の
同
僚
も
ま
た
彼
に
圧
力
を
か
け
た
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ボ
ブ
(
ス
コ
ッ
ト
)
や
サ
ロ
メ
イ
(
パ

l
ス
l

ダ
デ
ィ
エ
)
と
直
接
に
連
帯
し

て
我
々
と
と
も
に
活
動
し
て
い
る
の
は
、
彼
が
長
と
な
っ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
だ
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
我
々
が
こ
こ
に
あ
な
た
を
迎
え
る
こ
と
は
幸
せ
な
の

で
あ
り
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
ユ
ニ
ッ
ト
を
代
表
し
て
一
言
述
べ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

W
C
C
ミ
ミ
ッ
ト
町
執
行
部
h
q盗
事
、
同
)
、
・
か
ム
・
コ
ヒ
ア
師

D
S
P代
表
の
冨
叶
・
ダ
ス
、
尊
敬
す
べ
き
幹
事
・
理
事
ロ
吋
・

7

ッ
セ
イ
、
兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん
。
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今
日
こ
こ
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
い
る
の
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
ダ
リ
ッ
ト
の
人
々
と
の
長
い
か
か
わ
り
あ
い
の
な
か
で
の
項
点
で
あ
り
ま
す
。
個
人
的

に
、
わ
た
し
に
理
解
で
き
る
や
り
方
で
、
わ
た
し
が
ダ
リ
ッ
ト
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
い
る
か
に
つ
い
て
知
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
と
き
は
、

都
市
地
方
使
節
団

(
U
R
M
)
助
言
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
と
き
で
し
た
。
一
九
七
五
年
の

w
e
e
-
U
R
M
で
す
。
わ
た
し
は
「
理
解
で
き
る
」
や
り

方
と
一
吉
田
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ケ
ニ
ア
の
出
身
者
と
し
て
わ
た
し
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
主
義
者
の
書
い
た
歴
史
を
学
ん
だ
か
ら
で
す
。
世
界
の
他
の
地
域
に

つ
い
て
我
々
が
学
ん
だ
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
と
非
常
に
貧
弱
な
も
の
で
し
た
。
わ
た
し
は
以
前
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
、
ダ
リ
ッ
ト
の
人
々
は
文
明
化
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
し
た
人
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
さ
せ
る
よ
う
な
仕
方
に
お
い

て
で
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
植
民
地
化
さ
れ
た
人
間
で
あ
る
場
合
は
、
本
で
学
ん
だ
の
と
は
違
っ
た
仕
方
で
状
況
を
知
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
実
際
と
て
も
異
な
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

そ
れ
で
、
の
ち
に
わ
た
し
が
ダ
リ
ッ
ト
の
人
々
を
も
っ
と
知
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
わ
た
し
は
却
座
に
ケ
ニ
ア
出
身
の
人
間
と
し
て
ダ
リ
ッ
ト
の
人
々

の
熱
望
に
共
鳴
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
わ
た
し
が
一
九
七
八
年
に

U
R
M
で
W
C
C
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
と
き
、
ダ
リ
ッ
ト
の
闘
い
が

W
C
C
に
お

い
て
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
、

U
R
M
は
転
覆
活
動
を
多
少
と
も
支
援
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
よ
り
広
い
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
内
部
で
は
一
九
八

0
年
代
ま
で
は
多
く
は
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
ダ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
し
て
こ
の
問
題
が
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
言
っ
た
よ
う
に
と
て
も
劇
的
な
仕
方
で

W
C
C
全
体
と
し
て
よ
り
十
分
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
一
九
八
三
年
の
こ
と
で
し
た
。

わ
た
し
が
一
九
八
九
年
に

P
C
R
(
レ
イ
シ
ズ
ム
と
闘
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
委
員
会
の
副
議
長
と
し
て
マ
ド
ラ
ス
に
や
っ
て
き
た
と
き
、
ル
ス
・
マ
ノ
ラ

マ
に
会
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
彼
女
は
、

P
C
R委
員
会
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
た
ダ
リ
ッ
ト
の
人
々
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
人
だ

っ
た
か
ら
で
す
。

今
日
わ
た
し
が
こ
こ
に
来
て
い
る
の
は
本
当
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
項
点
で
あ
る
と
わ
た
し
が
言
う
理
由
は
そ
れ
な
の
で
す
。
最
初
に
ア
ル

l
ナ
・
グ
ナ

ナ
ダ
サ
ン
が
総
書
記
の
旅
行
に
わ
た
し
の
同
行
を
求
め
た
と
き
、
わ
た
し
は
受
け
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
あ
ま
り
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
ジ
ェ

1
ム
ズ
が
言
っ
た
よ
う
に
、

D
S
P代
表
団
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
訪
問
中
穏
や
か
な
圧
力
が
か
け
ら
れ
、
わ
た
し
は
は
っ
き
り
ノ
!
と
言
え
な
か

っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
今
日
こ
こ
に
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
と
て
も
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
こ
と
か
ふ
た
こ
と
言
わ
せ



129ーーダリット連帯プログラム報告(四・完)

て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
わ
た
し
は
挨
拶
を
し
て
ロ
円
・
レ
イ
ザ

l
が
言
っ
た
こ
と
に
付
け
加
え
る
こ
と
だ
け
を
実
際
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

わ
た
し
が
言
い
た
い
ひ
と
つ
は
、

D
S
P
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
我
々
が
貢
献
で
き
る
以
上
に
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

D
S
P
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
概
念
、
目
標
は
そ
の
も
っ
と

も
広
い
意
味
で
本
当
に
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
な
の
で
す
。
そ
れ
は
同
じ
国
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
で
な
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
の
や
っ
て
い
る

ダ
リ
ッ
ト
と
先
住
民
と
の
問
の
対
話
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
と
っ
て
実
際
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

運
動
の
目
標
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
役
目
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
の
や
っ
て
い
る
信
仰
1

相
互
間
の
か
か
わ
り
あ
い
は
宗
教
の
境
界
を
越
え
た
人

類
の
団
結
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
人
類
の
団
結
と
教
会
の
団
結
は
ご
存
じ
の
よ
う
に

W
C
C
の
目
標
な
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
、
え
に
わ
た
し
は
こ
の
信

仰
相
互
間
的
な
か
か
わ
り
あ
い
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
が
そ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
、
と
言
い
た
い
の
で
す
。

D
S
P
と
ユ
ニ
ッ
ト
旧
の
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
言
う
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
凹
に
お
い
て
は
正
義
と
平
和
と
神
の
創
造
物
の
完
全
性
を
説
き
ま
す
が
、

D
S

P
は
平
和
と
正
義
と
創
造
物
の
完
全
性
の
う
ち
に
生
き
る
方
法
を
我
々
に
教
、
え
て
い
る
と
わ
た
し
は
言
い
た
い
の
で
す
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
を
生
き
て
い
る

の
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
権
限
を
委
任
さ
れ
ま
た
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
世
界
評
議
会
の
ユ
ニ
ッ
ト
た
る
我
々
に
と
っ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
我
々
が
学
ん

で
い
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
、
と
言
い
た
い
の
で
す
o
l
-
-な
ぜ
な
ら
皆
さ
ん
は
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
そ
れ
を
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
凹
の
三
つ
の
主
要
な
推
力
の
一
つ
の
面
で
あ
る
創
造
物
は
、
た
ぶ
ん
我
々
が
正
義
や
平
和
ほ
ど
十
分
に
発
展
さ
せ
て
こ
な
か
っ
た
一
つ
の
面

で
あ
ろ
う
と
わ
た
し
は
特
に
言
い
た
い
の
で
す
。
そ
れ
で
我
々
は
こ
の
事
柄
を
正
義
や
平
和
と
同
等
に
し
て
い
く
た
め
に
闘
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の

や
っ
て
い
る
こ
と
は
き
っ
と
我
々
が
そ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
言
い
た
い
の
で
す
。
我
々
が
今
日
早
く
に
演
劇
や
歌
か
ら
学
ん
だ
よ

う
に
、
土
地
や
水
や
森
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
は
、

W
C
C
の
我
々
よ
り
も
皆
さ
ん
が
ず
っ
と
十
分
に
取
り
上
げ
て
き
た
活
動
の
局
面
な
の
で
す
。

そ
れ
は
、
我
々
が
ど
の
よ
う
に
し
て
神
の
創
造
物
と
人
間
が
共
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
示
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
、
創
造
物
の
完
全
性
が

意
味
す
る
も
の
な
の
で
す
。

創
造
物
の
輪
郭
を
高
め
る
よ
う
に
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
聞
の
試
み
で
は
、
た
ぶ
ん
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
お
こ
な
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
一
九
九
六
年
五
月
に

「
創
造
物
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
呼
ぶ
計
画
を
我
々
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

D
S
P
が
こ
の
「
創
造
物
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
活
気
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る

方
法
を
我
々
は
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
わ
た
し
は
言
い
た
い
の
で
す
。
ボ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
と
一
緒
に
で
す
。
方
法
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
の
と
こ
ろ
そ
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れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
我
々
は
き
っ
と
皆
さ
ん
の
経
験
を
持
つ
こ
と
は
約
束
ず
み
だ
と
い
う
こ
と
は

言
え
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
我
々
が
過
去
に
お
い
て

D
S
P
と
関
係
を
持
っ
て
き
た
こ
と
を
誇
り
に
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
お
い
て

D
S
P
か
ら
学
ぶ
と
い
う
特

権
を
持
つ
で
あ
ろ
う
と
わ
た
し
は
一
言
い
た
い
の
で
す
。
こ
の
保
証
は

W
C
C
総
書
記
以
外
の
何
も
の
に
よ
っ
て
も
与
え
ら
れ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
ゆ
え
に
、
我
々
が
こ
の
こ
と
に
口
ご
も
る
な
ん
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
今
や
絶
対
に
い
か
な
る
理
由
も
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
我
々
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
あ
り
続
け
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

以
下
の
こ
と
を
述
べ
て
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
が
見
た
演
劇
で
お
互
い
に
腕
を
く
む
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
連
帯
は
、
わ
た
し
に

「
鎖
は
そ
の
最
も
弱
い
連
接
環
(
リ
ン
ク
)
の
強
さ
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
思
い
出
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

D
S
P
は
皆
さ
ん
が
最
も
弱

い
リ
ン
ク
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
を
強
め
る
と
い
う
巨
大
な
責
任
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
が
鎖

の
壊
れ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
責
任
を
お
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
が
闘
争
の
こ
の
決
定
的
段
階
に
入
り
こ
む
と
き
に
は
こ
れ
は
大
き
な
や

り
が
い
と
な
る
の
で
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
皿
は
皆
さ
ん
と
共
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
皆
さ
ん
に
保
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
義
が
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
そ
う
す
る
よ
う

強
い
る
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
利
己
的
な
観
点
か
ら
も
、
我
々
は
皆
さ
ん
か
ら
学
ぶ
べ
き
多
く
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
我
々

は
皆
さ
ん
と
共
に
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
我
々
は
き
っ
と
そ
う
す
る
で
し
ょ
う
。
ダ
リ
ッ
ト
の
連
帯
、
万
歳
。

そ
の
つ
ぎ
に

NV-
シ
子
|
ム
ズ
・
マ
ッ
セ
イ
崎
か
誌
「

J

た。

我
々
は
今
や
我
々
の
姉
妹
ア
ル

l
ナ
に
呼
び
か
け
ま
す
。
我
々
は
皆
一
つ
の
家
族
な
の
で
、
兄
や
他
の
兄
弟
に
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ル

l
ナ
は
こ
こ
に
い
る
我
々
の
出
身
な
の
で
す
。
そ
こ
で
我
々
は
彼
女
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ

l
ム
で
呼
び
か
け
て
彼
女
と
の
連
帯
を
示
す
と
い
う
じ
か
の
権
利

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
我
々
を
代
表
し
て
彼
女
は

W
C
C
に
お
り
、
そ
こ
で
こ
の
園
の
代
表
と
し
て
責
任
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
彼
女
が
チ

i
ム
の
一

部
で
あ
る
の
は
我
々
の
幸
せ
で
あ
り
、
そ
し
て
彼
女
は
チ
ー
ム
を
我
々
の
と
こ
ろ
へ
導
き
、
教
会
や
そ
し
て
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
先
頭
に
立
つ



て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
付
け
加
え
る
こ
と
を
彼
女
に
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

』

ha・
ア
ル
l
t
r

・
タ
t
f
t
f
タ
執
ソ
ン
ヘ
ミ
ミ
ッ
ト
町
、

W
C
C」
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コ
ン
ラ
ッ
ド
が
こ
の
訪
問
を
組
織
す
る
の
を
手
伝
う
こ
と
に
わ
た
し
が
同
意
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
特
典
に
な
る
の
か
を
認
識
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
わ
た
し
は
イ
ン
ド
人
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
な
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
さ
に
課
題
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
わ
た
し
は
実
際
に
特
典
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
の
旅
行
す
る
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
突
然
に
す
べ
て
の
わ
た
し
の
友
人
に
会
う
か
ら
で
す
。
わ
た

し
は
ま
た
チ
l
ム
と
と
も
に
旅
行
す
る
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

コ
メ
ン
ト
は
簡
単
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
皆
さ
ん
が
話
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
事
柄
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
も
し
可
能
な
ら
ば
、
皆
さ
ん

と
討
論
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
一
九
九
一
年
に

W
C
C
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り
、
ま
た
女
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
「
レ
イ
シ
ズ
ム
下
の
女
性
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
立
て
ら
れ
た
の
は
そ
の
あ
と
す
ぐ
の
こ
と
で
し
た
。
誰
が
そ
の
仕
事
を
と
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
ん
な
種
類
の
輪
郭
を
と
る
の
か
に
つ
い
て
の
討

論
の
一
部
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
レ
イ
シ
ズ
ム
・
チ
l
ム
の
な
か
の
同
僚
に
は
、
我
々
が
レ
イ
シ
ズ
ム
下
の
女
性
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
が
必
要
な
の
か

ど
う
か
あ
ま
り
確
信
を
持
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
そ
れ
が
女
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
と
な
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
わ
た
し
に

納
得
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
ま
し
た
。
レ
イ
シ
ズ
ム
関
係
は
「
地
方
の
発
展
に
お
け
る
女
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
部
で
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
の
で
す
。
し
か
し
は
じ
め
か
ら
わ
た
し
は
こ
れ
を
拒
否
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
レ
イ
シ
ズ
ム
下
の
女
性
と
い
う
女
性
問
題
に
つ
い
て
は
何
か
特
別
な

も
の
が
あ
り
、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
持
つ
に
値
す
る
輪
郭
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
る
か
ら
で
す
。

今
や
我
々
は
レ
イ
シ
ズ
ム
下
の
女
性
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
て
わ
た
し
は
と
て
も
嬉
し
い
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
多
く
は
マ
リ
リ
ア
・
シ
ュ

l
ラ
ー

を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
女
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
長
な
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

W
C
C
の
女
性
に
関
す
る
活
動
に
対
す
る
よ
き
対
照
物
(
カ
ウ
ン
タ

ー
パ

l
ト
)
で
す
。
女
性
は
、
我
々
の
友
人
が
今
朝
の
演
劇
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ダ
リ
ッ
ト
の
な
か
の
ダ
リ
ッ
ト
で
す
。
我
々
ダ
リ
ッ
ト
女
性
の
問
題

を
真
剣
に
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ダ
リ
ッ
ト
の
女
性
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ダ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に
社
会
に
お
い
て
抑
圧
に
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直
面
す
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
彼
女
ら
は
ま
た
、
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
特
別
な
抑
圧
形
態
に
直
面
す
る
の
で
す
。
よ
り
大
き
な
社
会
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
ダ
リ
ッ
ト
社
会
そ
れ
自
体
の
内
部
に
お
い
て
も
抑
圧
に
直
面
す
る
の
で
す
。

そ
れ
故
女
性
問
題
に
特
別
の
考
慮
を
払
う
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
こ
と
の
緊
急
性
に
つ
い
て
わ
た
し
は
考
え
る
の
で
す
。
我
々
ダ
リ
ッ
ト
姉
妹
が

W
C
C
シ
ス
タ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
レ
イ
シ
ズ
ム
、
カ

l
ス
ト
主
義
、
性
差
別
主
義
を
排
除
す
る
た
め
に
闘
争
す
る
シ
ス
タ
ー
た
ち
)
の
一
部
で
あ
る

(
?
?
)
 

こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
わ
た
し
は
強
調
で
き
な
い
の
で
す
。

「
女
性
と
連
帯
す
る

W
C
C
の
教
会
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
一

O
年
」
は
、
四
つ
の
焦
点
と
な
る
分
野
を
特
定
し
て
お
り
、
そ
し
て
レ
イ
シ
ズ
ム
下
の
女

性
は
そ
の
四
つ
の
う
ち
の
一
つ
な
の
で
す
。
我
々
は

W
C
C内
部
で
討
論
に
入
り
、
そ
し
て
ダ
リ
ッ
ト
女
性
の
声
を
我
々
の
運
動
に
持
ち
込
も
う
と
す
る

多
く
の
や
り
方
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
は
我
々
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
拡
大
す
る
よ
う
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

北
京
で
ダ
リ
ッ
ト
女
性
の
存
在
を
み
、
そ
し
て
彼
女
ら
が
お
こ
な
っ
て
い
る
多
く
の
事
柄
を
み
る
の
は
大
き
な
喜
ぴ
で
し
た
。
彼
女
ら
は
多
く
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
お
こ
な
っ
て
い
る
多
く
の
場
所
に
い
た
の
で
す
。
あ
る
と
こ
ろ
で
は
彼
女
ら
は
デ
モ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
/
小
集
団
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々

の
ダ
リ
ッ
ト
姉
妹
た
ち
が
そ
の
世
界
会
議
で
こ
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
を
み
る
の
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
全
く
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。

皆
さ
ん
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
は
そ
こ
に
出
席
し
た
女
性
の
小
集
団
が
北
京
の
イ
ベ
ン
ト
に
重
要
な
貢
献
を
な
し
、

そ
し
て
そ
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。
我
々
は
そ
れ
に
つ
い
て
我
々
の
ダ
リ
ッ
ト
姉
妹
た
ち
に
感
謝
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
移
つ
て
の
ち
、
こ
こ
の
女
性
運
動
で
働
い
て
い
た
と
き
以
上
に
、
わ
た
し
は
人
種
抑
圧
の
問
題
を
真
剣
に
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
世
界
に
レ
イ
シ
ズ
ム
の
あ
る
か
ぎ
り
女
性
を
解
放
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

女
性
と
連
帯
し
て
立
つ
こ
と
を
我
々
が
教
会
に
厳
し
く
迫
る
と
き
、
我
々
に
生
気
を
吹
き
込
む
の
に
、
ダ
リ
ッ
卜
女
性
運
動
の
大
き
な
重
要
性
、
先
住
民

女
性
運
動
の
重
要
性
、
そ
し
て

W
C
C
で
の
シ
ス
タ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
あ
る
の
で
す
。
も
し
我
々
が
レ
イ
シ
ズ
ム
あ
る
い
は
カ
|
ス
ト

主
義
の
下
で
の
女
性
に
特
に
焦
点
を
あ
て
な
い
場
合
に
は
、
我
々
は
世
界
の
女
性
と
い
う
大
き
な
部
分
に
対
し
て
重
大
な
不
正
義
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
相
互
作
用
は
重
要
で
あ
り
、
厳
し
く
迫
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
我
々
は
シ
ス
タ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
親
密
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
我
々
に
こ
の
こ
と
を
絶
え
ず
思
い
だ
さ
せ
る
よ
う
に
し
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
す
。



そ
の
、
ふ
叫
に
W
C
C
の
ス
タ
ッ
フ
で
、

W
C
C
-
b
s
p
の
岡
崎
町
に
賞
候
止
で
持
「

J

メ
ン
ベ
ー
で
あ
る
ポ
ア
・
ス
コ
ッ
ト
崎
か
現
時
づ
た
。

わ
た
し
は
今
朝
こ
こ
に
到
着
し
た
と
き
一
種
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
陥
っ
た
と
い
っ
て
も
、
総
書
記
は
わ
た
し
を
理
解
し
て
く
れ
る

の
を
知
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は

W
C
C
の
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
皆
さ
ん
は

W
C
C
に
挨
拶
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
わ
た
し
は
昨
日
一
日

中
皆
さ
ん
と
と
も
に
働
い
て
こ
こ
に
い
た
の
で
、
今
朝
は
わ
た
し
は

W
C
C
に
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
な
ぜ
わ
た
し
が
歓
迎
さ
れ
て
い
た
の
か
、

と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
わ
た
し
の
頭
で
は
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か
に
つ
い
て
全
く
明
白
な
の
で
す
。
わ
た
し
の

D
S
P
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
わ
た

し
の
人
生
の
大
き
な
部
分
で
す
。
そ
れ
は
言
う
に
十
分
な
も
の
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
今
日
こ
こ
で

W
C
Cを
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
と
は
異
な
っ
た
出
自
を
も
っ
人
々
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
さ
れ
た
こ
と
を
わ
た
し
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
我
々
を
迎
え
い
れ
、
と
て
も
う
ま
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
て
皆
さ
ん
は
幸
せ
で
す
。
わ
た
し
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

133ーーグリット連待プログラム報告(四・完)

そ
の
の
ち

b
、
.
レ
イ
ザ
ー
か
賛
同
h
k
巻、
ζ
た
。
ミ
れ
に
は
、

W
C
c
m
J
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
現
在
的
，
ス
タ
ッ
フ
か
も
ほ
や
W
C
Cに
い
な
く
な
づ

た
時
点
、
を
穂
、
之
て
続
く
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
食
時
、
確
か
な
連
幣
の
印
と
ほ
何
な
の
か
に
〔
J

い
て
の
意
見
、
ミ
の
遠
島
市
の
経
験
に
お
け
る
W
C

C
、
b
s
pあ
る
い
は
他
の
何
ら
か
の
伸
闘
に
と
コ
て
の
巻
博
物
よ
り
も
む
し
ろ
、
議
島
市
に
お
け
る
夫
逼
の
巻
得
物
と
は
旬
な
の
か
に
つ
い
て
の
質

問
、
そ
し
て
世
界
の
す
べ
て
の
他
の
拘
性
さ
れ
た
説
明
同
民
や
人
種
と
の
b
s
p
の
遠
島
市
の
義
明
を
含
む
。

b
、
レ
イ
ザ
i
N
U
ミ
コ
た
。

W
C
C
の
表
明
し
た
ダ
リ
ッ
ト
の
闘
い
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
有
効
性
や
信
頼
性
に
つ
い
て
答
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、

W
C
C
が
レ
イ
シ
ズ
ム
に

反
対
し
、
先
住
民
の
人
々
の
立
場
に
立
っ
て

W
C
C
が
受
け
入
れ
て
き
た
よ
り
大
き
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
一
部
な
の
だ
と
い
う
事
実
を
指
摘
で
き
る
だ

け
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ひ
と
り
の
総
書
記
か
ら
も
う
ひ
と
り
の
総
書
記
へ
と
、
総
書
記
の
四
代
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の

こ
と
は
ダ
リ
ッ
ト
の
連
帯
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
関
し
て
も
同
様
に
真
実
で
あ
る
の
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
同
僚
で
、
全
体
と
し
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
ユ
ニ
ッ
ト
に
責
任
を
も
っ
て
い
る
り
吋
・
コ
ビ
ア
は
こ
れ
を
も
っ
と
特
別
な
も
の
に
し
た
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
全
体
と
し
て
の

W
C
C
に



第11巻 4号一一134

関
す
る
限
り
は
、
こ
れ
は
理
事
会
に
よ
る
公
式
の
決
定
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
個
人
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
関
心
の
表
明
に
も
と

づ
く
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
特
別
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
ゃ
あ
る
い
は
総
書
記
の
意
向
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
第
二
に
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
皆
さ
ん
が
か
か
わ
っ
て
い
る
特
別
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
皆
さ
ん
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
注
意
を
払
い
た
い

と
思
う
こ
と
、
そ
の
点
で
は
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
の
程
度
ま
で
援
助
を
受
け
る
の
か
し
ら
と
思
う
の
は
、
全
く
理
解
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ

の
点
で
は
わ
た
し
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
で
我
々
の
精
神
を
あ
ら
わ
す
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
我
々
が
決
定
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
皆
さ

ん
が
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
連
帯
行
動
の
形
や
場
所
や
優
先
性
が
何
な
の
か
を
決
定
す
る
の
は
皆
さ
ん
で
あ
る
。
我
々
は
手
伝
う
こ
と
は
で
き
る
が
、

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
選
択
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
我
々
は
、
連
帯
の
表
明
と
し
て
、
と
も
に
従
事
す
べ
き
最
も
重
要
な
課
題
は
何
な
の
か
に
つ

い
て
は
、
皆
さ
ん
の
判
断
、
そ
の
集
団
的
判
断
を
信
頼
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
だ
か
ら
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
外
部
的
基
金
の
別
の
便
利
な
形
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
基
金
の
源
は
数
多
く
あ
り
、
そ
し
て

W
C
C
は
多
く
の
他
の
や
り

方
で
、
イ
ン
ド
で
は
特
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
援
助
し
て
い
る
の
で
す
。
ダ
リ
ッ
ト
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
基
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
特
別
の
性
質
が
我
々
の
共
通
の
関
心
で
あ
る
べ
き
だ
と
わ
た
し
は
思
う
の
で
す
。

W
C
C
の
、
演
説
者
た
ち
を
絡
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、

b
s
p代
義
足
、
.
ベ
グ
ワ
ン
-

h

ノ
ヲ
へ
は
議
づ
た
。

イ
ン
ド
各
地
か
ら
の
友
人
た
ち
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
特
に
関
連
し
て
、
わ
た
し
は
一
つ
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
す
。
ア
ン
タ
ッ
チ

ャ
ブ
ル
は
り
吋
・
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
の
指
導
の
下
で
一
九
一
七
年
以
来
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
ま
し
た
。
我
々
は

最
も
友
人
の
な
い
人
々
で
す
。
教
会
も
、
イ
ス
ラ
ム
の
世
界
も
、
汎
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
指
導
者
も
、
い
か
な
る
も
の
も
世
界
中
で
そ
の
問
題
に
関
し
我
々

を
助
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
が
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
も
ま
た
見
極
め
さ
え
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
我
々
は
誇
り
を
も
っ
て
言
い
ま
す
。
ロ
円

ア
ン
ベ
ド
カ
ル
の
有
能
な
指
導
の
下
で
、
我
々
は
他
の
い
か
な
る
人
々
も
、
世
界
中
の
不
安
定
な
あ
る
い
は
抑
圧
さ
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
達
成
で
き
な

か
っ
た
も
の
ご
と
を
、
こ
の
世
界
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
我
々
は
そ
の
潜
在
能
力
、
そ
の
手
腕
、
そ
の
才
能
、
そ
の
知
性
に
十
分
な
確
信
を
も
っ

て
い
る
。
我
々
は
誰
に
も
依
存
す
る
つ
も
り
は
な
い
、
と
。
そ
し
て
も
し
諸
君
が
覚
え
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
ホ

i
ル
の
外
で
上
演
さ
れ
た
演
劇
作
品
の



最
後
の
宣
告
は
、
ブ
ッ
ダ
の
教
え
「
な
ん
じ
自
身
に
対
す
る
光
た
れ
」
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
我
々
は
り
吋
・
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
が
繰
り
返
し
述
べ
我
々

に
与
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
こ
れ
は
最
も
偉
大
な
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
従
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
は

W
C
C
が
な
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
い

ま
や
我
々
の
問
題
を
認
識
し
よ
う
と
し
て
い
る
友
人
が
い
る
こ
と
で
我
々
は
幸
せ
で
す
。
し
か
し
我
々
は
少
額
の
財
政
援
助
の
よ
う
な
獲
得
物
の
た
め
に
、

そ
の
独
立
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
捨
て
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
我
々
は
尊
敬
す
べ
き
ゲ
ス
ト
、
。
円
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
レ
イ
ザ
ー
に
よ
っ

て
約
束
さ
れ
た
連
帯
を
評
価
し
ま
す
。
我
々
は
そ
れ
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て

W
C
C、
あ
る
い
は
そ
の
問
題
に
関
し
て
我
々
と
連
帯
す
る
何
ら

か
の
他
の
組
織
と
そ
の
種
の
関
係
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
明
確
に
す
る
た
め
に
だ
け
こ
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
と
き
ど
き
人
々
は
ダ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
間
違
っ
た
印
象
を
も
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
我
々
は
沈
黙
の
犠
牲
者
で
す
。
し
か
し
我
々
は
決
し
て
目
を
閉
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
は
目
を
開
け
て
き
た
の
で
す
。
こ

の
ホ
|
ル
か
ら
出
て
い
く
す
べ
て
の
者
が
そ
れ
を
心
に
抱
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
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ぞ
れ
か
ら

b
s
p情
導
者
チ
ー
ム
の
寄
和
平
和
問
導
者
、

A
-
ラ
メ
イ
ア
か
感
、
商
決
議
叫
を
健
棄
し
た
。

ロ
円
・
レ
イ
ザ
!
、

U
叶
・
サ
ム
・
コ
ビ
ア
、
呂
田
・
ア
ル
!
ナ
・
グ
ナ
ナ
ダ
サ
ン
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
我
が
ボ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
師
お
よ
び
サ
ロ
メ
イ
、
こ
の

式
典
に
あ
な
た
が
た
を
迎
え
る
こ
と
は
実
際

D
S
P家
族
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
名
誉
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は

W
C
C
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
聞
い
た

し
、
特
に
わ
た
し
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
行
っ
て
あ
な
た
が
た
と
個
人
的
に
対
話
す
る
と
い
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
我
々
の
多
く
は
一
度
も

W
C
C

に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
我
々
が
聞
き
、
あ
る
い
は
見
た
も
の
は
す
べ
て
ポ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
師
を
通
じ
た
も
の
で
し
た
。
だ
か
ら
我
々
は

こ
こ
に
い
て

W
C
C総
書
記
と
し
て
の
あ
な
た
の

D
S
P
に
た
い
す
る
直
接
の
約
束
を
聞
く
の
は
偉
大
な
る
機
会
な
の
で
す
。

こ
の
感
謝
の
一
部
と
し
て
わ
た
し
は
わ
が
代
表
が
述
べ
た
こ
と
を
ま
た
再
び
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
ダ
リ
ッ
ト
の
大

義
へ
の

W
C
C
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
我
々
は
我
々
自
身
の
感
情
を
共
有
す
べ
き
だ
、
と
。
あ
な
た
は
イ
ン
ド
の
歴
史
を
知
っ
て
い
ま
す
。
我
々

の
こ
う
む
っ
た
植
民
地
化
等
々
の
歴
史
を
。
と
く
に
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
の
聞
で
は
、
我
々
は
時
々
な
お
同
意
す
る
の
で
す
が
、
白
い
皮
膚
を
持
っ
た
も
の
へ

の
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。
今
日
彼
は
約
束
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
明
日
に
も
彼
は
去
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
そ
し
て
そ
れ
が
歴
史
だ
っ
た
の
で
す
。
個
人
的
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に
で
は
な
く
て
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
の
多
数
の
感
情
で
あ
る
が
ゆ
え
に
わ
た
し
は
こ
う
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
よ
り
高
い
イ
ン
テ
リ
で
さ
え
も
そ
う
な
の
で

す
。
わ
た
し
が
彼
ら
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
レ
ベ
ル
で
交
流
す
る
と
き
彼
ら
は
一
言
い
ま
す
。
「
あ
あ
、
あ
な
た
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
親
密
に
つ
き
あ
っ
て
き
た

の
で
す
ね
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
改
宗
し
た
の
で
す
か
。
」
と
。
そ
れ
は
名
誉
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
イ
ン
テ
リ
で
さ
え
も
こ
う
し
た
方
向
で
語
る
の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
大
多
数
の
人
々
の
感
情
な
の
で
す
。
そ
の
恐
れ
は
我
々
の
中
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
恐
れ
か
ら
抜
け
出
る
た
め
に
は
、
わ
た
し

は
W
C
C
は
と
て
も
長
い
道
程
を
行
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
そ
の
時
に
、
あ
な
た
が
あ
な
た
の
言
葉
と
行
為
の
そ
ば
に
い
る
』
|
l
単
に
言

葉
の
そ
ば
に
で
は
な
く
|
|
こ
と
が
判
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
を
意
図
す
る
の
か
な
の
で
す
。
再
ぴ
わ
た
し
は
我
が
代
表
が
言
っ
た
こ
と

を
強
調
し
ま
す
。
カ

l
ス
ト
制
度
に
対
し
反
対
の
信
念
を
真
に
持
つ
個
人
と
組
織
の
信
頼
を
我
々
は
発
展
さ
せ
る
の
だ
と
。
そ
れ
は
あ
な
た
が
我
々
を
信

じ
、
我
々
を
信
頼
す
る
と
い
う
点
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
得
る
の
で
す
。
我
々
の
貢
献
に
信
念
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

た
い
て
い
の
場
合
に
起
こ
る
こ
と
は
我
々
が
色
(
カ
ラ

l
)
に
も
と
づ
い
て
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
再
ぴ
言
え
ば
そ
れ
は
西
洋
世
界
の
貢
献
で
す
。

あ
な
た
が
ダ
リ
ッ
ト
と
の
連
帯
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
方
法
は
、
あ
る
問
題
が
ダ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
出
て
く
る
時
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
は
わ
た
し

の
個
人
的
な
ま
た
ダ
リ
ッ
ト
家
族
全
体
の
要
求
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
あ
な
た
の
最
初
の
相
談
相
手
は
ダ
リ
ッ
ト
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
ノ
ン
・
ダ
リ
ッ

ト
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
こ
こ
イ
ン
ド
に
お
け
る
ノ
ン
・
ダ
リ
ッ
ト
が
常
に
ダ
リ
ッ
ト
に
敵
対
的
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
否
で
す
。
と
て
も
多
く
の
献
身
的
な
ノ
ン
・
ダ
リ
ッ
ト
が
い
る
こ
と
を
わ
た
し
は
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
我
々
自
身
の
恐
れ

な
の
で
す
。
そ
れ
は
我
々
自
身
の
限
界
で
あ
り
、
我
々
自
身
の
狭
量
な
の
で
す
。
こ
の
恐
れ
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
だ
れ
も
こ
れ
を
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

ダ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
話
す
ダ
リ
ッ
ト
た
ち
は
、
我
々
が
ノ
ン
・
ダ
リ
ッ
ト
と
ダ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
話
す
よ
り
も
お
互
い
に
よ
り
信
頼
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
我
々
は
と
て
も
厳
密
に
見
極
め
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
我
々
が
ダ
リ
ッ
ト
の
大
義
に
献
身
的
で
な
い
人
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
を
繰
り
返
し
て
お
き
ま
す
。
否
で
す
。

最
近
我
々
は
ナ
グ
プ
!
ル
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
i
l
E青
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
我
々
は

N
e
e
-
(イ
ン
ド
教
会
協
議
会
)
か
ら
、
特
に
ア

イ
プ
・
ジ
ョ
セ
フ
師
か
ら
大
き
な
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
彼
は
た
ま
た
ま
ノ
ン
・
ダ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
し
か
し
我
々
は
と
て
も
く
つ
ろ
い
だ
気
分
に
な
り

ま
し
た
。
同
様
に
、
ダ
リ
ッ
ト
の
大
義
に
対
す
る

W
C
C
の
連
帯
は
、
イ
ン
ド
の
お
け
る
メ
ン
バ
ー
教
会
の
非
常
に
直
接
的
な
貢
献
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
は
我
々
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
こ
な
い
た
い
時
は
い
つ
で
も
何
も
問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
わ
た
し
は
目
を
閉
じ
て
ア
イ
プ



師
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
だ
、
助
け
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
の
で
す
。
わ
た
し
は
そ
の
確
信
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ア
イ
プ
・
ジ
ョ
セ
フ
師
は

W
C
C指
揮
下
の
人
物
と
し
て
、
と
て
も
暖
か
い
や
り
方
で

D
S
P
が
機
能
す
る
た
め
の
こ
れ
ら
の
条
件
を
作
り
出

し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
イ
ン
ド
中
の
多
く
の
教
会
に
つ
い
て
の
実
情
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
い
て
い
の
教
会
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な

い
の
で
す
。
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だ
か
ら
あ
な
た
が
我
々
を
信
頼
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
た
し
の
個
人
的
な
要
求
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
が

D
S
P
と
の
連
帯
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
方
法
な
の
で
す
。

宣
教
師
は
イ
ン
ド
の
ダ
リ
ッ
ト
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
る
よ
う
援
助
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
真
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
と
わ
た
し
は
言
い
た

い
の
で
す
。
宣
教
師
は
、
彼
ら
に
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
よ
う
援
助
し
た
の
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
を
捨
て
去
る
よ
う
に
援
助
し
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
依
然
と
し
て
ヒ
ン
ど
ゥ
教
徒
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

W
C
C
が
そ
れ
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
で
す
。

あ
な
た
が
我
々
が
何
を
感
じ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
の
で
要
求
の
言
葉
を
若
干
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
わ
た
し
は
、
あ
な
た
が
我
々
と
と
も
に

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
大
き
な
激
励
の
源
で
あ
る
こ
と
に
正
式
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
我
々
は
あ
な
た
の
支
援
で
闘
い
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
財
政
的
支
援
そ
し
て
特
に
道
義
的
支
援
を
得
て
で
あ
り
ま
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
財
政
的
支
援
は
こ
な
い
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
わ
た
し
は
ま
た
、

W
C
C
の
こ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
腹
を
す
か
せ
た
誰
か
に
パ
ン
を
投
げ
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
と
言

い
た
い
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
も
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
な
の
で
す
。
あ
な
た
は
人
間
と
し
て
、
組
織
体
と
し
て
、
人
間
性
の
大
義
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
空
腹
の

人
間
に
何
か
を
投
げ
与
え
る
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
す
べ
て
人
間
と
し
て
、
我
々
自
身
の
仲
間
の
人
間
を
助
け
る
あ
ら
ゆ
る
道
義
的
権

利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が

W
C
C
に
援
助
を
頼
る
の
は
そ
の
理
由
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
注
釈
と
と
も
に
、
わ

た
し
は

D
S
P家
族
全
体
を
代
表
し
て
繰
り
返
し
ま
す
。
あ
な
た
が
我
々
と
と
も
に
あ
り
、
我
々
を
助
け
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
喜
ぶ
と
。

今
や
わ
た
し
は
サ
ム
・
コ
ビ
ア
の
と
こ
ろ
に
来
ま
し
た
。
わ
た
し
は
色
の
関
係
で
あ
な
た
に
非
常
に
親
密
さ
を
感
じ
ま
す
。
事
実
密
接
な
類
似
性
が
あ

る
の
で
す
。
わ
た
し
は
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
あ
な
た
が
こ
こ
に
い
る
か
ら
わ
た
し
は
よ
り
親
密
さ
を
感
じ
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
色
の
バ
リ
ア
さ
え
も
超

越
す
る
個
人
が
幾
人
か
い
ま
す
。
そ
の
誉
れ
は
ボ
ブ
に
あ
る
と
わ
た
し
は
一
言
い
た
い
。
多
分
我
々
は
彼
が
我
々
と
と
も
に
働
い
て
い
た
や
り
方
の
た
め
に
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信
頼
を
発
展
さ
せ
た
の
で
す
。
我
々
で
は
色
の
バ
リ
ア
を
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
そ
れ
は
あ
な
た
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
だ
と
確
信
し
ま
す
。
そ
れ
で

D
S
P家
族
を
代
表
し
て
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
我
々
と
と
も
に
あ
り
、
我
々
を
助
け
る
す
べ
て
に
子
を
差
し
出
し

て
く
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
ま
す
。

第
三
一
番
目
の
ゲ
ス
ト
は
、
被
抑
圧
者
の
な
か
の
被
抑
圧
者
、
ダ
リ
ッ
ト
女
性
に
つ
い
て
語
っ
た
と
て
も
重
要
な
ゲ
ス
ト
で
す
。
我
々
の
友
人
ル
ス
は
、

女
性
は
三
倍
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
言
う
の
が
常
で
し
た
が
、
全
く
そ
の
通
り
で
す
。
そ
し
て
彼
女
ら
は
五
倍
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
時
々
我
々
に
語
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
ダ
リ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
問
題
の
大
き
さ
を
反
映
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
代
表
団
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
い
た
時
、
ア
ル

|
ナ
は
我
々
の
た
め
に
非
常
に
助
け
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
は
と
て
も
気
を
つ
け
て
く
れ
て
我
々
み
ん
な
を
あ
ち
こ
ち
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
で

D
S
P
全
体
を
代
表
し
て
、
訪
問
者
を
我
々
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
く
る
た
め
に
苦
労
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、
我
々
は
じ
か
に
あ
な
た
に

感
謝
し
ま
す
。

こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
注
釈
を
も
っ
て
、
わ
た
し
は
こ
こ
に
い
る
先
住
民
の
友
人
を
含
め
て
皆
さ
ん
が
た
ひ
と
り
ひ
と
り
に
感
謝
し
ま
す
。
我
々
す
べ
て

は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
に
関
し
て
我
々
す
べ
て
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。
ま
だ
依
然
と
し
て
歩
む
道
は
遠
い
の
で
す
。

[
了
]

(
追
記
)

D
S
P代
表
パ
グ
ワ
ン
・
ダ
ス
氏
は
、
昨
一
九
九
八
年
一
一
月
二
五
日
|
二
七
日
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣
言
五

O
周
年
記
念
・
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
人
権
教
育
国
際
会
議
」
に
出
席
す
る
た
め
来
日
し
た
。
来
日
を
機
会
に
、
一
一
月
一
一
一
日
全
国
大
学
同
協
企
画
の
イ
ン
ド
カ

l
ス
ト
制
度
現
地
研

修
参
加
者
に
よ
る
歓
迎
会
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の
席
で
、
ダ
ス
氏
は
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

①

D
S
P
は
、
ロ
丘
町

ω。日正常山
q
p・0
開門即日

B
白
か
ら
ロ
由
民
昨

ω。
-
区
向
洋
可

pwO立
巾
凹
に
名
称
変
更
し
た
こ
と
。

②

D
S
P
は
、
ダ
リ
ッ
ト
政
治
指
導
者
に
た
い
し
て
、

D
S
P
の
理
念
、
目
的
の
実
現
を
め
ざ
し
て
そ
の
統
一
を
働
き
か
け
る
が
、
そ
れ
が
実
ら
な

い
場
合
に
は
、
五
年
後
に
独
自
の
政
党
結
成
に
踏
み
切
る
こ
と
。

現
在
、
イ
ン
ド
は
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ト
ヴ
ァ
」
の
強
調
に
と
も
な
い
、
ダ
リ
ッ
ト
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
に
た
い
す
る
襲
撃
事
件
が
多
発



し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
諸
宗
教
を
横
断
し
て
、
ダ
リ
ッ
ト
の
統
て
先
住
民
と
の
共
闘
、
ダ
リ
ッ
ト
問
題
の
国
際
化
を
実
現
し
よ
う

と
す
る

D
S
P
の
活
動
は
ム
ま
す
ま
す
大
き
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ダ
ス
氏
を
は
じ
め
、

D
S
P
の
諸
活
動
を
支
え
続
け
て
い
る
人
々
に
限
り

な
い
敬
意
を
は
ら
い
つ
つ
、
本
訳
稿
を
閉
じ
る
。
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